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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、前記方法は、
　マージング候補リストのための特定のマージング候補を生成すること、を備え、ここに
おいて、前記特定のマージング候補を生成することは下記を備える、
　　第１の参照ピクチャを決定すること、ここにおいて、コロケート予測ユニット（ＰＵ
）の予測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記コロ
ケートＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタンスに
存在する、と、
　　第２の参照ピクチャを決定すること、ここにおいて、前記第２の参照ピクチャは、第
１の参照インデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリスト内
の位置に存在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォルト
値である、と、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに
属するとき、前記特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデック
ス値と等しくなるように、前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なる
タイプの参照ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックス
が第２の参照インデックス値と等しくなるように、前記特定のマージング候補の前記参照
インデックスを設定すること、ここで、前記第２の参照インデックス値は、前記現在ＰＵ
に関連する前記参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の
参照インデックス値は、前記第１の参照インデックス値とは異なり、前記第３の参照ピク
チャと前記第１の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属する、と、
　　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベク
トルを設定することと、
　　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング
候補を決定することと、
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　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に基づいて、前記現在Ｐ
Ｕのための予測ブロックを決定することと、
　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックの対応するサンプルと残差データのサンプル
を追加することによって、再構成されたサンプルブロックを生成すること。
【請求項２】
　前記第１の参照インデックス値が０に等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第３の参照ピクチャが、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連する前記参照ピク
チャリスト内の、前記第１の参照ピクチャと同じ参照ピクチャタイプに属する最先の参照
ピクチャである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の参照インデックス値がスライスヘッダ中でシグナリングされる、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、短期参照ピクチャタイプと長期参照
ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記短期参照ピクチャタイプと前記
長期参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、時間参照ピクチャタイプとディスパ
リティ参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記時間参照ピクチャタイプと前記
ディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記コロケートＰＵが、コロケートピクチャのコロケート領域の中心ブロックをカバー
するＰＵであるか、または前記コロケートピクチャの前記コロケート領域の右下ブロック
をカバーするＰＵであり、前記コロケート領域が前記現在ＰＵとコロケートされる、請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　ビデオデータを符号化する方法であって、前記方法は、
　マージング候補リストのための特定のマージング候補を生成すること、を備え、前記特
定のマージング候補を生成することは下記を備える、
　　第１の参照ピクチャを決定すること、ここにおいて、コロケート予測ユニット（ＰＵ
）の予測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記コロ
ケートＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタンスに
存在する、と、
　　第２の参照ピクチャを決定すること、ここにおいて、前記第２の参照ピクチャは、第
１の参照インデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリスト内
の位置に存在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォルト
値である、と、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに
属するとき、前記特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデック
ス値と等しくなるように、前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なる
タイプの参照ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックス
が第２の参照インデックス値と等しくなるように、前記特定のマージング候補の前記参照
インデックスを設定すること、ここで、前記第２の参照インデックス値は、前記現在ＰＵ
に関連する前記参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の
参照インデックス値は、前記第１の参照インデックス値とは異なり、前記第３の参照ピク
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チャと前記第１の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属する、と、
　　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベク
トルを設定することと、
　　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング
候補を決定することと、
　　前記マージング候補リスト内の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含
むビットストリームを生成すること。
【請求項９】
　前記第１の参照インデックス値が０に等しい、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第３の参照ピクチャが、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連する前記参照ピク
チャリスト内の、前記第１の参照ピクチャと同じ参照ピクチャタイプに属する最先の参照
ピクチャである、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の参照インデックス値をスライスヘッダ中でシグナリングすることをさらに備
える、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、短期参照ピクチャタイプと長期参照
ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記短期参照ピクチャタイプと前記
長期参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、時間参照ピクチャタイプとディスパ
リティ参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記時間参照ピクチャタイプと前記
ディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記コロケートＰＵが、コロケートピクチャのコロケート領域の中心ブロックをカバー
するＰＵであるか、または前記コロケートピクチャの前記コロケート領域の右下ブロック
をカバーするＰＵであり、前記コロケート領域が前記現在ＰＵとコロケートされる、請求
項８に記載の方法。
【請求項１５】
　ビデオデータを符号化するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　前記ビデオデータを記憶するように構成された記憶媒体と、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　を備え、前記１つまたは複数のプロセッサが、
　　マージング候補リストのための特定のマージング候補を生成し、ここにおいて、前記
１つまたは複数のプロセッサは、前記特定のマージング候補を生成することの一部として
構成され、前記１つまたは複数のプロセッサが、
　　第１の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、コロケート予測ユニット（ＰＵ）の予
測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記コロケート
ＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタンスに存在し
、
　　第２の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、前記第２の参照ピクチャは、第１の参
照インデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリスト内の位置
に存在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォルト値であ
り、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに
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属するとき、前記特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデック
ス値と等しくなるように、前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なる
タイプの参照ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックス
が第２の参照インデックス値と等しくなるように、前記特定のマージング候補の前記参照
インデックスを設定し、ここで、前記第２の参照インデックス値は、前記現在ＰＵに関連
する前記参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の参照イ
ンデックス値は、前記第１の参照インデックス値とは異なり、前記第３の参照ピクチャと
前記第１の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属し、
　　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベク
トルを設定し、
　　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング
候補を決定し、
　　前記ビデオデータを符号化することと、前記ビデオデータを復号することと、のうち
の少なくとも１つを実行し、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを符号化することは、前記マージング候補リスト
内の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含むビットストリームを生成する
ことを備え、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを復号することは、
　　　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に基づいて、前記現
在ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　　　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックの対応するサンプルと残差データのサン
プルを追加することによって、再構成されたサンプルブロックを生成することと、
　　　を備える、
　デバイス。
【請求項１６】
　ビデオデータを復号するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　前記ビデオデータを記憶するように構成された記憶媒体と、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　を備え、前記１つまたは複数のプロセッサが、
　　マージング候補リストのための特定のマージング候補を生成し、ここにおいて、前記
１つまたは複数のプロセッサは、前記特定のマージング候補を生成することの一部として
構成され、前記１つまたは複数のプロセッサが、
　　第１の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、コロケート予測ユニット（ＰＵ）の予
測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記コロケート
ＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタンスに存在し
、
　　第２の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、前記第２の参照ピクチャは、第１の参
照インデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリスト内の位置
に存在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォルト値であ
り、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに
属するとき、前記特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデック
ス値と等しくなるように、前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なる
タイプの参照ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックス
が第２の参照インデックス値と等しくなるように、前記特定のマージング候補の前記参照
インデックスを設定し、ここで、前記第２の参照インデックス値は、前記現在ＰＵに関連
する前記参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の参照イ
ンデックス値は、前記第１の参照インデックス値とは異なり、前記第３の参照ピクチャと
前記第１の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属し、
　　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベク
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トルを設定し、
　　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング
候補を決定し、
　　前記ビデオデータを符号化することと、前記ビデオデータを復号することと、のうち
の少なくとも１つを実行し、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを符号化することは、前記マージング候補リスト
内の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含むビットストリームを生成する
ことを備え、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを復号することは、
　　　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に基づいて、前記現
在ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　　　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックの対応するサンプルと残差データのサン
プルを追加することによって、再構成されたサンプルブロックを生成することと、
　　　を備える、
　デバイス。
【請求項１７】
　前記第１の参照インデックス値が０に等しい、請求項１５または請求項１６に記載のデ
バイス。
【請求項１８】
　前記第３の参照ピクチャが、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連する前記参照ピク
チャリスト内の、前記第１の参照ピクチャと同じ参照ピクチャタイプに属する最先の参照
ピクチャである、請求項１５または請求項１６に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記第２の参照インデックス値がスライスヘッダ中でシグナリングされる、請求項１５
または請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、短期参照ピクチャタイプと長期参照
ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記短期参照ピクチャタイプと前記
長期参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
請求項１５または請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、時間参照ピクチャタイプとディスパ
リティ参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記時間参照ピクチャタイプと前記
ディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
請求項１５または請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記コロケートＰＵが、コロケートピクチャのコロケート領域の中心ブロックをカバー
するＰＵであるか、または前記コロケートピクチャの前記コロケート領域の右下ブロック
をカバーするＰＵであり、前記コロケート領域が前記現在ＰＵとコロケートされる、請求
項１５または請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２３】
　ビデオデータを符号化するためのデバイスであって、前記デバイスは下記を備える、
　第１の参照ピクチャを決定するための手段、ここにおいて、コロケート予測ユニット（
ＰＵ）の予測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記
コロケートＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタン
スに存在する、と、
　第２の参照ピクチャを決定するための手段、前記第２の参照ピクチャは、第１の参照イ
ンデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリスト内の位置に存
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在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォルト値である、
と、
　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属
するとき、特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデックス値と
等しくなるように、前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なるタイプ
の参照ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックスが第２
の参照インデックス値と等しくなるように、マージング候補リストの前記特定のマージン
グ候補の前記参照インデックスを設定するための手段、ここで、前記第２の参照インデッ
クス値は、前記現在ＰＵに関連する参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置
を示し、前記第２の参照インデックス値は、前記第１の参照インデックス値とは異なり、
前記第３の参照ピクチャと前記第１の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属す
る、と、
　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベクト
ルを設定するための手段と、
　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング候
補を決定するための手段と、
　前記ビデオデータを符号化することと、前記ビデオデータを復号することと、のうちの
少なくとも１つを実行するための手段、
　　ここにおいて、前記ビデオデータを符号化することは、前記マージング候補リスト内
の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含むビットストリームを生成するこ
とを備え、
　　ここにおいて、前記ビデオデータを復号することは、
　　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に基づいて、前記現在
ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックの対応するサンプルと残差データのサンプ
ルを追加することによって、再構成されたサンプルブロックを生成することと、
　を備える。
【請求項２４】
　ビデオデータを復号するためのデバイスであって、前記デバイスは下記を備える、
　第１の参照ピクチャを決定するための手段、ここにおいて、コロケート予測ユニット（
ＰＵ）の予測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記
コロケートＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタン
スに存在する、と、
　第２の参照ピクチャを決定するための手段、ここにおいて、前記第２の参照ピクチャは
、第１の参照インデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリス
ト内の位置に存在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォ
ルト値である、と、
　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属
するとき、特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデックス値と
等しくなるように、前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なるタイプ
の参照ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックスが第２
の参照インデックス値と等しくなるように、マージング候補リストの前記特定のマージン
グ候補の前記参照インデックスを設定するための手段、ここで、前記第２の参照インデッ
クス値は、前記現在ＰＵに関連する参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置
を示し、前記第２の参照インデックス値は、前記第１の参照インデックス値とは異なり、
前記第３の参照ピクチャと前記第１の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに属す
る、と、
　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベクト
ルを設定するための手段と、
　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング候
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補を決定するための手段と、
　前記ビデオデータを符号化することと、前記ビデオデータを復号することと、のうちの
少なくとも１つを実行するための手段、
　　ここにおいて、前記ビデオデータを符号化することは、前記マージング候補リスト内
の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含むビットストリームを生成するこ
とを備え、
　　ここにおいて、前記ビデオデータを復号することは、
　　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に基づいて、前記現在
ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックの対応するサンプルと残差データのサンプ
ルを追加することによって、再構成されたサンプルブロックを生成することと、
　を備える。
【請求項２５】
　命令を記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
　前記命令は、実行されたとき、ビデオデータを符号化するためのデバイスに、マージン
グ候補リストのための特定のマージング候補を生成するように構成し、ここにおいて、前
記特定のマージング候補を生成するように前記デバイスを構成することの一部として、前
記命令は、前記デバイスが、
　　第１の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、コロケート予測ユニット（ＰＵ）の予
測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記コロケート
ＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタンスに存在し
、
　　第２の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、前記第２の参照ピクチャは、第１の参
照インデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリスト内の位置
に存在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォルト値であ
り、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに
属するとき、特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデックス値
と等しくなるように、第１の参照ピクチャと第２の参照ピクチャとが異なるタイプの参照
ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックスが第２の参照
インデックス値と等しくなるように、前記特定のマージング候補の前記参照インデックス
を設定し、ここで、前記第２の参照インデックス値は、前記現在ＰＵに関連する参照ピク
チャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の参照インデックス値は、
前記第１の参照インデックス値とは異なり、前記第３の参照ピクチャと前記第１の参照ピ
クチャとが同じタイプの参照ピクチャに属し、
　　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベク
トルを設定し、
　　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング
候補を決定し、
　　前記ビデオデータを符号化することと、前記ビデオデータを復号することと、のうち
の少なくとも１つを実行し、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを符号化することは、前記マージング候補リスト
内の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含むビットストリームを生成する
ことを備え、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを復号することは、
　　　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に基づいて、前記現
在ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　　　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックの対応するサンプルと残差データのサン
プルを追加することによって、再構成されたサンプルブロックを生成することと、
　　　を備える、



(8) JP 2015-527817 A5 2016.7.28

　ように構成する、
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２６】
　命令を記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
　前記命令は、実行されたとき、ビデオデータを復号化するためのデバイスに、マージン
グ候補リストのための特定のマージング候補を生成するように構成し、ここにおいて、前
記特定のマージング候補を生成するように前記デバイスを構成することの一部として、前
記命令は、前記デバイスが、
　　第１の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、コロケート予測ユニット（ＰＵ）の予
測ブロックは、前記第１の参照ピクチャのサンプルに基づいて決定され、前記コロケート
ＰＵは、現在ＰＵとコロケートされ、前記現在ＰＵとは異なる時間インスタンスに存在し
、
　　第２の参照ピクチャを決定し、ここにおいて、前記第２の参照ピクチャは、第１の参
照インデックス値によって示され、前記現在ＰＵと関連する参照ピクチャリスト内の位置
に存在し、前記第１の参照インデックス値は、あらかじめ定義された、デフォルト値であ
り、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じタイプの参照ピクチャに
属するとき、特定のマージング候補の参照インデックスが前記第１の参照インデックス値
と等しくなるように、第１の参照ピクチャと第２の参照ピクチャとが異なるタイプの参照
ピクチャに属するとき、前記特定のマージング候補の前記参照インデックスが第２の参照
インデックス値と等しくなるように、前記特定のマージング候補の前記参照インデックス
を設定し、ここで、前記第２の参照インデックス値は、前記現在ＰＵに関連する参照ピク
チャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の参照インデックス値は、
前記第１の参照インデックス値とは異なり、前記第３の参照ピクチャと前記第１の参照ピ
クチャとが同じタイプの参照ピクチャに属し、
　　前記コロケートＰＵの動きベクトルを使用して前記特定のマージング候補の動きベク
トルを設定し、
　　前記マージング候補リスト中の複数のマージング候補の中から選択されたマージング
候補を決定し、
　　前記ビデオデータを符号化することと、前記ビデオデータを復号することと、のうち
の少なくとも１つを実行し、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを符号化することは、前記マージング候補リスト
内の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含むビットストリームを生成する
ことを備え、
　　　ここにおいて、前記ビデオデータを復号することは、
　　　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に基づいて、前記現
在ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　　　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックの対応するサンプルと残差データのサン
プルを追加することによって、再構成されたサンプルブロックを生成することと、
　　　を備える、
　ように構成する、
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタイプに属す
るとき、前記時間マージング候補の前記参照インデックスが前記第１の参照インデックス
値に等しいままである、請求項２５または請求項２６に記載の非一時的コンピュータ可読
記憶媒体。
【請求項２８】
　前記デバイスは、
　集積回路、
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　マイクロプロセッサ、
　ワイヤレスハンドセット
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項１５または請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２９】
　復号されたビデオデータを表示するように構成されたディスプレイをさらに備える、請
求項１６に記載のデバイス。
【請求項３０】
　前記ビデオデータをキャプチャするように構成されたカメラをさらに備える、請求項１
５に記載のデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５４８】
　[0259]様々な例について説明した。これらおよび他の例は以下の特許請求の範囲内に入
る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ビデオデータを復号する方法であって、
　第１の参照インデックス値が、現在ピクチャの現在予測ユニット（ＰＵ）に関連する参
照ピクチャリスト内の、第１の参照ピクチャの位置を示し、
　コロケートピクチャのコロケートＰＵの参照インデックスが、前記コロケートピクチャ
の前記コロケートＰＵに関連する参照ピクチャリスト内の、第２の参照ピクチャの位置を
示し、
　前記方法は、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なる参照ピクチャタイプに
属するとき、時間マージング候補の参照インデックスを第２の参照インデックス値に設定
することと、前記第２の参照インデックス値が前記第１の参照インデックス値とは異なる
ことと、
　　前記時間マージング候補を含むマージング候補リスト中の複数のマージング候補の中
から選択されたマージング候補を決定することと、
　　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に少なくとも部分的に基
づいて、前記現在ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックに少なくとも部分的に基づいて、再構成され
たサンプルブロックを生成することと、
を備える、
方法。
［Ｃ２］　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタイ
プに属するとき、前記時間マージング候補の前記参照インデックスが前記第１の参照イン
デックス値に等しいままである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記第１の参照インデックス値が０に等しい、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記第２の参照インデックス値が、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連す
る前記参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、
　前記第３の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタイプに属す
る、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記第３の参照ピクチャが、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連する前記
参照ピクチャリスト内の、前記第２の参照ピクチャと同じ参照ピクチャタイプに属する最
先の参照ピクチャである、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］　前記第２の参照インデックス値がスライスヘッダ中でシグナリングされる、Ｃ
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４に記載の方法。
［Ｃ７］　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、短期参照ピクチャタイプと
長期参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記短期参照ピクチャタイプと前記
長期参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、時間参照ピクチャタイプと
ディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記時間参照ピクチャタイプと前記
ディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　前記コロケートＰＵが、前記コロケートピクチャのコロケート領域の中心ブロ
ックをカバーするＰＵであるか、または前記コロケートピクチャの前記コロケート領域の
右下ブロックをカバーするＰＵであり、前記コロケート領域が前記現在ＰＵとコロケート
される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記コロケートピクチャが、前記現在ピクチャとは異なる時間インスタンス
に関連する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］　ビデオデータを符号化する方法であって、
　第１の参照インデックス値が、現在ピクチャの現在予測ユニット（ＰＵ）に関連する参
照ピクチャリスト内の、第１の参照ピクチャの位置を示し、
　コロケートピクチャのコロケートＰＵの参照インデックスが、前記コロケートピクチャ
の前記コロケートＰＵに関連する参照ピクチャリスト内の、第２の参照ピクチャの位置を
示し、
　前記方法は、
　　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが異なる参照ピクチャタイプに
属するとき、時間マージング候補の参照インデックスを第２の参照インデックス値に設定
することと、前記第２の参照インデックス値が前記第１の参照インデックス値とは異なる
ことと、
　　前記時間マージング候補を含むマージング候補リスト中の複数のマージング候補の中
から選択されたマージング候補を決定することと、
　　前記マージング候補リスト内の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含
むビットストリームを生成することと、
を備える、
方法。
［Ｃ１２］　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタ
イプに属するとき、前記時間マージング候補の前記参照インデックスが前記第１の参照イ
ンデックス値に等しいままである、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記第１の参照インデックス値が０に等しい、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記第２の参照インデックス値が、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連
する前記参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、
　前記第３の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタイプに属す
る、
Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記第３の参照ピクチャが、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連する前
記参照ピクチャリスト内の、前記第２の参照ピクチャと同じ参照ピクチャタイプに属する
最先の参照ピクチャである、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］　前記第２の参照インデックス値をスライスヘッダ中でシグナリングすること
をさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、短期参照ピクチャタイプ
と長期参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
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　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記短期参照ピクチャタイプと前記
長期参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、時間参照ピクチャタイプ
とディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記時間参照ピクチャタイプと前記
ディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１９］　前記コロケートＰＵが、前記コロケートピクチャのコロケート領域の中心ブ
ロックをカバーするＰＵであるか、または前記コロケートピクチャの前記コロケート領域
の右下ブロックをカバーするＰＵであり、前記コロケート領域が前記現在ＰＵとコロケー
トされる、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ２０］　前記コロケートピクチャが、前記現在ピクチャとは異なる時間インスタンス
に関連する、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ２１］　１つまたは複数のプロセッサを備えるビデオコーダであって、
　第１の参照インデックス値が、現在ピクチャの現在予測ユニット（ＰＵ）に関連する参
照ピクチャリスト内の、第１の参照ピクチャの位置を示し、
　コロケートピクチャのコロケートＰＵの参照インデックスが、前記コロケートピクチャ
の前記コロケートＰＵに関連する参照ピクチャリスト内の、第２の参照ピクチャの位置を
示し、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチ
ャとが異なる参照ピクチャタイプに属するとき、前記１つまたは複数のプロセッサが、前
記現在ＰＵのマージング候補リスト中の時間マージング候補の参照インデックスを第２の
参照インデックス値に設定するように構成され、前記第２の参照インデックス値が前記第
１の参照インデックス値とは異なる、
ビデオコーダ。
［Ｃ２２］　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタ
イプに属するとき、前記時間マージング候補の前記参照インデックスが前記第１の参照イ
ンデックス値に等しいままである、Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ２３］　前記第１の参照インデックス値が０に等しい、Ｃ２１に記載のビデオコーダ
。
［Ｃ２４］　前記第２の参照インデックス値が、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連
する前記参照ピクチャリスト内の、第３の参照ピクチャの位置を示し、
　前記第３の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタイプに属す
る、
Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ２５］　前記第３の参照ピクチャが、前記現在ピクチャの前記現在ＰＵに関連する前
記参照ピクチャリスト内の、前記第２の参照ピクチャと同じ参照ピクチャタイプに属する
最先の参照ピクチャである、Ｃ２４に記載のビデオコーダ。
［Ｃ２６］　前記第２の参照インデックス値がスライスヘッダ中でシグナリングされる、
Ｃ２４に記載のビデオコーダ。
［Ｃ２７］　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、短期参照ピクチャタイプ
と長期参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記短期参照ピクチャタイプと前記
長期参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ２８］　前記第１の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、時間参照ピクチャタイプ
とディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つであり、
　前記第２の参照ピクチャの参照ピクチャタイプが、前記時間参照ピクチャタイプと前記
ディスパリティ参照ピクチャタイプとのうちの１つである、
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Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ２９］　前記コロケートＰＵが、前記コロケートピクチャのコロケート領域の中心ブ
ロックをカバーするＰＵであるか、または前記コロケートピクチャの前記コロケート領域
の右下ブロックをカバーするＰＵであり、前記コロケート領域が前記現在ＰＵとコロケー
トされる、Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ３０］　前記コロケートピクチャが、前記現在ピクチャとは異なる時間インスタンス
に関連する、Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ３１］　前記１つまたは複数のプロセッサが、ビデオデータを符号化するように構成
された、Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ３２］　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記時間マージング候補を含むマージング候補リスト中の複数のマージング候補の中か
ら選択されたマージング候補を決定することと、
　前記マージング候補リスト内の前記選択されたマージング候補を識別するデータを含む
ビットストリームを生成することと
を行うように構成された、Ｃ３１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ３３］　前記１つまたは複数のプロセッサが、ビデオデータを復号するように構成さ
れた、Ｃ２１に記載のビデオコーダ。
［Ｃ３４］　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記時間マージング候補を含むマージング候補リスト中の複数のマージング候補の中か
ら選択されたマージング候補を決定することと、
　前記選択されたマージング候補によって指定される動き情報に少なくとも部分的に基づ
いて、前記現在ＰＵのための予測ブロックを決定することと、
　前記現在ＰＵのための前記予測ブロックに少なくとも部分的に基づいて、再構成された
サンプルブロックを生成することと
を行うように構成された、Ｃ３３に記載のビデオコーダ。
［Ｃ３５］　第１の参照ピクチャと第２の参照ピクチャとが異なる参照ピクチャタイプに
属するとき、現在予測ユニット（ＰＵ）のマージング候補リストの時間マージング候補の
参照インデックスを第１の参照インデックス値に設定するための手段
を備えるビデオコーダであって、
　第２の参照インデックス値が、前記現在ＰＵに関連する参照ピクチャリスト内の、前記
第１の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の参照インデックス値が前記第１の参照イン
デックス値とは異なり、
　コロケートピクチャのコロケートＰＵの参照インデックスが、前記コロケートＰＵに関
連する参照ピクチャリスト内の、前記第２の参照ピクチャの位置を示す、
ビデオコーダ。
［Ｃ３６］　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタ
イプに属するとき、前記時間マージング候補の前記参照インデックスが前記第１の参照イ
ンデックス値に等しいままである、Ｃ３５に記載のビデオコーダ。
［Ｃ３７］　実行されたとき、第１の参照ピクチャと第２の参照ピクチャとが異なる参照
ピクチャタイプに属するとき、現在予測ユニット（ＰＵ）のマージング候補リストの時間
マージング候補の参照インデックスを第１の参照インデックス値に設定するようにビデオ
コーダに対して構成する命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体であって、
　第２の参照インデックス値が、前記現在ＰＵに関連する参照ピクチャリスト内の、前記
第１の参照ピクチャの位置を示し、前記第２の参照インデックス値が前記第１の参照イン
デックス値とは異なり、
　コロケートピクチャのコロケートＰＵの参照インデックスが、前記コロケートＰＵに関
連する参照ピクチャリスト内の、前記第２の参照ピクチャの位置を示す、
コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ３８］　前記第１の参照ピクチャと前記第２の参照ピクチャとが同じ参照ピクチャタ
イプに属するとき、前記時間マージング候補の前記参照インデックスが前記第１の参照イ
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ンデックス値に等しいままである、Ｃ３７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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